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教 育機 関 と して の バ ウハ ウス ・

宮 島 久 雄

私 は 、 本年2月(1)4=、 丿・ウ.、ウ ス は 、戦 る教 育 機 関 で は な く、 第 ・次 大 戦

(2)

後 とい う 「特 別 の雰 囲 気 」 の 下 で 、 しか も、 思 想 的 に は ジ ョン ・ラス キ ンや

ウ ィ リア ム.モ リ(3)のそ れ を ひ きつ い で 生 まれ た 、 少 しば か りユ ー トピァ的

な 、 生産 労働 共 同 体 で あ った 、あ る い は で あ ろ う と した こ と を明 らか に した。

バ ウハ ウス は 、 建 築 工 匠 を 中心 とす る工 匠 職 人組 合(共 同 体)と い う点 で は 、

ラ スキ ンや モ リス の それ をひ きつ ぐ もの で あ った が 、 社 会 主 義 的 な 、一 種 の

理 想 的 な生 産 共 同体 と い う点 で は 、 ま さ し くあ の ワ イ マ ル共 和 国 の下 で 生 ま

れ た もの で あ った 。 バ ウ ハ ウ ス と い うい い 方 が 、 学 校 ら し くな い の は 、 以 上

の 理 由 か らで あ って 、正 確 に い えば 、 バ ウハ ウ ス は まず 生 産 労 働 共 同 体 で あ

り、教 育 は 当 然 その 中 に含 ま れ て い た 、 含 まれ る と考 え られ た と い わ な4fれ

ば な ら な いの で あ る。

(D関 西意匠学会第26回研究例会研究発表

「生産工房としてのバウハウス」

f2)セ ント・ジョージズ ギ゚ルド

(3}モ リス商会

しか し、 こ の よ うに バ ウハ ウ ス は生 産 労 働 共 同 体 で あ っ た とは い って も 、

開 校 を め ぐる経 緯 上 、 ま ず 活 動 を開始 した の は教 育機 関 で あ った し、 の ちの

政 治 、経 済 上 の 理 由 か ら、 最 後 ま で 教 育 機 関 の 方 に 重 点 が あ った こ と も、 や

は り事 実 で あ って 、 そ れ だ け に教 育 面 に お け る意 義 の 大 き い こ とは 否 定 で き
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な い・ 要 は ・ 教 育 面 に お け る意 義 を・ た 傲 育 酔 ら 〉゚み捉 え る こ・と はで ミ.

な い と い う こ と で あ る。 バ ウハ ウス にっ い て解 説 した記 事 な ど に、 よ く、 バ

ゥハ ウス と は 、 ワ イ マ ル大 公立 の 美術 学 校 と工 芸 学 校 と を合併 す る こ と に よ

っ て 生 まれ た新 しい造 形 大 学 だ と い うふ うに 書 い て あ る。 これ は これ で正 し

い の で あ る が 、 これ だ け です べ て が い いっ く され て い る と考 えて は い け な い

とい う こ と で あ る。 バ ウ ハ ウス が 生 産 労 働 共 同 体 で あ った とい う指 摘 の あ と

で は 、 それ 故 、 その 中 で行 わ れ た 教 育 機 関 と して の バ ウハ ウス の 意 義 を明 ら

か に す る こ とが 必 要 に な る。 そ して 本 稿 は 、 その 略 図 で あ る。

1

バ ウハ ウ ス の 教 育 シ ス テ ム の変 遷 を簡 単 に 図 表 に した もの が 、 図 表1で あ

る 。 そ こ で は7つ の 年 代 に わ け られ て い るが 、内 容 的 には4っ の 時 期 に分 類

され るの で あ っ て 、 そ れ は二 重 線 に よ っ て 図 表 の 中 に も明 示 して あ る。 そ し

て 、 この 教 育 シス テ ム の4っ の 時 期 は 、 バ ウ ハ ウ ス を全 体 と して眺 め た と き『

に わ け られ る次 の4っ の時 代 と完 全 に一 致 す る もの で あ る。

1.ワ イ マ ル 時 代(1919～1925)

2.デ ッサ ウ時 代 グ ロ ピウ ス の 時 期(1925～1928)

3.デ ッサ ウ時 代 マ イヤ ー の 時 期(1928～1930)

4.ミ ー ス ・フ ァ ン ・デ ル ・ロー エ の 時 代(1930～1933)

さて 、 第1の ワ イマ ル時 代 の 教 育 シス テ ム は 、1919年 、21年 、23年 と、年 を

経 て 充 実 して い った こ とが 、 図 表 に よ って も よ くわ か る 。1919年 の 開校 で 、

4年 制 で あ る か ら、23年 に な っ て は じめ て、 学校 は 全 学 年 に学 生 を擁 して 、

(4)
完 全 に活 動 した わ け で 、 それ は 当然 と い え よ う。 こ の1923年 の シ ス テ ム は 、

同 年 学 校 で催 さ れ た バ ウハ ウ ス展 の記 録 と して 出 版 され た 「バ ウ ハ ウ ス1919
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(5)
～1923」 に発 表 され 、も っ と も有 名 に な った もの で あ るが 、教 育 活動 を工 房 中

心にす ること、工房での本課程(職 人課程)に 入る前に、全学生共通の事旛謀魯

を修 了 しな くて は な らな い こ と、 各 工 房 課程 の あ と に 、 そ れ ら を統 括 す る も

の と して 、建 築 課程 が お か れ た こ と な ど、 の ちの 各 時 期 の 基 本 的 な傾 向 を含

め て い る とい う点 で 、 や は りそれ だ けの 意 義 を持 っ て い る と云 わ ざ る を え な

い 。 こ うい う点 で 、 この1923年 の シ ス テ ム は 、 こ の 時 期 を代 表 す る だ け

で な く、 バ ウハ ウス の 全 時 代 を代 表 す る と い って も い い す ぎで は な いの で あ

る。 た ・"注意 し な くて は な らな いの は 、 これ だ け でバ ウハ ウ ス の教 育 の す べ

て が っ く され て い る と考 え て は な らな い こ とで あ る。 従 来 と もす れ ば 陥 りや

一 〔6)す か
った こ の誤 り を、新 しい 資 料 に よ って 、避 け よ うと す る の が 、 本稿 の 目

的 で もあ る。

㈲ 新設とはいっても、旧美術学校の学生が若干残 っていたようであるが、彼 らの指導はクレム

など旧美術学校の教官に任せられたらしい。工芸学校は、戦争中完全に閉鎖 されていたから、

バウハウスへひきっがれた学生はいない。 一

㈲ 「バウハウスの理念と組織」

(6}バ ウハウスの資料は、従来 「バウハウス1919-1923」 と 「バウハゥス1919～1928」とによっ

ていたが、最近第3の 記録 「バウハウス1919～1933」が西 ドイッから出版され、バウハウス

研究に新 しい時期を劃 した。以下、それぞれBD1,BD2.BD3ζ 略記する。

この1923年 の シス テ ム が完 成 す る まで には 、 い ろ い ろ・の 曲折 が あ っ た。 な

か で も、 予 備 課 程 制 度 にっ い て は 、 ウ ィー ンか ら招 聘 され た ヨハ ネ ス ・イ ッ

テ ンが 完 成 させ た もの で あ った 。 グ ロ ピ ウス が 最 初 に 考 え て い た の は、 手 工

芸 を中 心 にす る徒 弟 課 程 で あ った 。齟それ は 、建 築 家 、画 家 、彫 刻 家 は 、 も と

も とは 、 手 工 芸 家 で あ り、 手 工 芸 の 基 礎 こそ 、 す べ て の 芸術 家 に と って 欠 く

こ と の で きな い もの だ と考 え た か ら で あ る。従 って 、 グ ロ ピウ ス に よれ ば 、

徒 弟 は初 め か ら、手 工 芸 の 工 房 で 学 ぶ こ とに な って い た 。 しか し、戦 後 の こ

とで あ る上 、 国 籍 、 年 齢 、翻 な どの 点2、 ま 。た く水 準 の異 。 た学 生 た ち
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が 入 学 して きた の で 、 か ね て 眠 っ て い る学 生 の才 能 を よび 起 して 、 独 創 性 を

発 揮 させ る こ と が で き る と考 えて い た イ ッテ ンは 、 その た め の教 室 を臨 時 に

開 いて は ど うか と、 グ ロ ピウ ス に提 案 した 。 グ ロ ピウ ス は 、 それ を認 め た だ
(8)

けで は な く、そ の指 導 に 関 す る一 切 を イ ッテ ンに 任 せ た。1919年 の秋 で あ る。

これ が予 備 課 程 と して恒 常 的 な もの に な った の で あ る。 そ れ 故 、 ワ イマ ル時

代 の予 備 課 程 が 表 現 主 義 的 で あ っ たの は 、 戦 後 の 芸 術 界一 般 の 傾 向 を反 映 し

て い るだ け で は な く、 以 上 の よ う な学 内 の 事 情 に も よ るの で あ る。 っ ま り、

文 明 の 害 毒 ゆ え に眠 ら され て い た人 間 本 来 の才 能 を呼 び出 す とい う イ ッテ ン

の 目縲 に と って 、 さま ざま の 前歴 を持 。 た戦 後 の 学 生 は 、 ま さに う 。て つ け

で あ っ た わ け だ 。

(7}学 生総数221名(ド イッ人200、 オース トリア人14、 バルチ ック諸国の ドイツ人3,チ ェ コ ・

スロバ キャの ドイッ人2、 ハ ンガ リー 人2名)年 齢は17才 から40才 まで、大半 は20才 代。 全

体 の3分 の2が 男子。(BD2-18,国 際建 築1958年3月 号)オ ー ス トリァ人14名 は、 イッ

テ ンがウ ィー ンか らつれて きた もの。

(8〕 イッテ ン 「バ ウハ ウスにお ける私 の 予備課程 」1963年

こ う し て 、 イ ッ テ ン に よ っ て 確 立 さ れ た 予 備 課 程 が 、 グ ロ ピ ウ ス の 考 え て

い た 手 工 芸 を 基 礎 と す る基 礎 教 育 と は 、 か な り違 っ た も の で あ っ た こ と は 事

実 で あ っ た が 、グ ロ ピ ウ ス も そ の 独 自 性 を認 め ざ る を得 な か っ た よ うで あ る 。

だ か ら こ そ 、1923年 展 の カ タ ロ グ に は 、わ ざ わ ざ イ ッ テ ン の 独 創 だ と 断 っ て 、

(9)

予 備 課 程 の 理 念 及 び 作 品 を 紹 介 した わ け で あ る 。 で は 、そ の 独 自 性 と は 何 か 。

一 言 で い え ば 、 そ れ は 自 己 発 見 法 で あ る 。 イ ッ テ ン の 方 法 は 、 さ ま ざ ま の 材

(10)

料 を 自 ら経 験 す る こ と に よ っ て 、自 分 の 個 性 を 発 見 さ せ る と い う の で あ っ た 。

こ の 個 性 の 意 味 に つ い て は 、 問 題 が あ っ た が 、自 分 で 発 見 す る と い う点 で は 、

グ ロ ピ ウ ス も ま っ た く 同 感 せ ざ る を得 な か っ た の で あ る 。

〔9〕 「バ ウハ ウスの理 念 と組織 」

(IO)イ ッテ ン、前掲 書
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グロ ピ ウ ス に と っ て 最 初 か らは っ き り して い た こ と は、 教 え る こ との で き

「
る もの と、で きな い もの と を わ け る と い うこ とで あ る。芸術 創 造 は ま っ た く値

性 的 で あ る か ら、芸 術 その もの を教 え る こ と は で き な い。 が 、 その 基 礎 と な

る手 仕 事 、 手 の能 力 は 教 え るこ とが で き る。 バ ウハ ウ ス で も、 それ 故 、手 仕

事 だ けが 教 え られ るの で あ るが 、 それ だ け が 最終 目標 な の で は な い。 手 仕 事

は 、 あ くま で芸 術 の 基礎 と して 教 え られ るの で あ っ て 、芸 術 は 教 え られ は し

な い が 、 自 ら発 見 し、 達 しな け れ ば な ら ない もの と して要 請 され て い るの で

あ る。 この よ うに 、 グ ロ ピ ウス にお い て も、個 性 的 な芸 術 を発 見 す る とい う

の で あれ ば 、 イ ッ テ ンと ど こ が違 うの か 。 それ は個 性 的 で あ るべ き芸 術 の 意

味 で ある 。 イ ッテ ンの 芸 術 は 、絵 画 や 彫 刻 、 それ に工 芸 を含 め た もの で あ る

の に 対 『し、 グ ロ ピ ウス は、 絵 画 、彫 刻 、 工芸 、建 築 とい った 区 別 の な い一 っ

の芸 術(単 一 芸 術)、 それ らすべ て を統 合 す る よ うな芸 術(統 合 芸術)、 っ ま り

(11)は 大建 築 を考 えた
の で あ る 。簡 単 に い えば 、 前 者 は個 人 的 な個 性 、後 者 は共

同 体 的 な個 性 とい え よ う。 この くい違 い が 、 や が て イ ッテ ン事 件 に発 展 して

い った こ とは 、 先 の 発 表 で ふ れ た と お りで あ る。 そ れ は と も か く、 こ の 自 己

発 見 法 は、イ ッテ ンが去 っ た あ との 予 備 課 程 で も ひ きつ が れ た だ けで は な く、

本課 程 で の原 則 で も あ っ た の で あ る。 工 房 に お い て は 、 学 生 に課 題 が与 え ら

れ る と い うよ う な こ と は な く、 学 生 は課 題 その もの も、 自分 で 考 え 出 さな く

(12)
て は な ら な い。 自己 発 見 法 は 、 この 意 味 で は 、 自 己訓 練 で も あ る わ け だ 。

(11)拙文 「グロピウスとデザイン理論」美学59号所載

(12)パチ トノフ 「バウハウスの遺産」1963年

イ ッ テ ンの予 備 課程 に よ って 、 手 工 芸 を基 礎 とす る グ ロ ピ ウス の 基 礎 教 育

が消 えて しま っ た わ けで は な い 。 それ は 、本 課程(職 人課 程 、 工 房 教 育)に

ヴェルクレーレ(13)
お け る工 作 教 育 と して確 立 す る こ と に な った 。 バ ウ ハ ウ'スの 工 房 教 育 の 特 徴

の 丁 っ は 、 この 工 作 教 育 と造 形 教育 とが 、平 行 して同 時 に 行 わ れ る こ とで あ
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る。 と くに ワ イ マ ル 時 代 には 、そ の 両 方 を指 導 で き る教 官 が い な か っ た た め 、

・人 の教 官 に よ ・鱒 制 度 が と られ て い(14).・ 人 の 教 官 と い うの は 、 過 渡 的

な処 置 だ と考 え られ るが 、工 作 教 育 と造形 教 育 の2本 立 て は 、 バ ウハ ウ ス の

教 育 目的 に 関係 す る重 要 な点 で あ る。 グ ロ ピウ ス に よれ ば 、 大 建 築 をっ く る

た め に は 、 かっ て の す ぐれ た親 方 の よ うに 、技 術 と造 形 力 の 両 方 を兼 ね そ な

え た新 しい タ イ プの 芸術 家 が 必 要 だ と い う。 そ して 、技 術 の 教 育 に なぜ 手仕

事(工 衢 を採 用 す るの か と い う と、_つ 、,は、 そ れ 嫐 え る 。 とが で き る

も の で あ る ・ と 、 二 つ に は 、手 仕 事 が も の を つ く る行 為 の 典 型 だ か ら で あ(16>。

こ う し て 、 手 仕 事 は 工 房 教 育 の 中 心 と な っ て い る 。

(13)1919、21年 の手工芸 による教育 と して実際に考 えられ たのは、鍛冶 、鋳物 、彫 金、七宝、版

画 、陶芸 など の工芸 であったのに対 して、1923年 の工作教育 では、木材 、金属 、織物 など、

材 料別 にな ってい るが、本質はや は り工芸であ った。

(14)こ れが確 立 した時期は、工房 によって異 なるが、1923年 には一応次の とお りで ある。

造形担 当(フォルムマイスター)工 作担 当(ヴェルクマイスター)

家具:グ ロ ピウス ヴァイデ ンゼー

木彫 ・石彫:シ ュ レンマー ハ ル トヴィ ッヒ

金属:モ ホ リーナギ デル

陶器:マ ル クス クレハ ン

壁画:カ ンデ ィンス キー ベ バーニス

焼 絵:ク レー アルベ ルス

織物:ム ッヘ ベ ルナ ー

印捌:フ ァイニ ンガー ツァウビ ッツァー

(15)訳 語 にっ いて。 手工芸(Kunstgewerbe)、 手仕 事(Handwerk)、 工作 ない しは手工(Werk)

で あ るが、本 質的な相違 はないと考 える。

(16)前 掲拙 文参照

工 作 教 育 に 対 し て 、 造 形 教 育 は ど う で あ っ た か 。 こ れ も ま た 、1919年 の グ

ロ ピ ウ ス の 宣 言 に の べ ら れ て い る の と は 違 っ た 形 で
、 イ ッ テ ン の 予 備 課 程 の

影 響 を 受 け て 、 確 立 し た も の で あ る 。 グ ロ ピ ウ ス は は じ め 、 記 憶 や 想 像 に よ
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る 自由 画 、 自 然 物 の 写 生 な ど、線 画 、着 色 画 を考 え て い た が 、徐 々に イ ッテ

ンの 方 法 に 、 っ ま り将 来 の芸 術 活動 に役 だ つ よ うな造 形 の 基 本 法 則 を教 え る

と い う方 へ 変 って い っ た 。 なぜ な ら、 この 変 化 は、 教 え る こ との で きる もの

と 、で きな い も の と をわ け る と い う グ ロ ピ ウス の 考 え と 合致 した か らで あ る。

っ ま り、 造形 教 育 に お い て 教 え られ るの は 、 あ くま で 教 え る こ との で き る基

本 法 則 、 造形 言 語 なの で あ る。 作 曲 家 が 自分 の 音 楽 的 着 想 を客 観 的 に 聞 こ え

る もの にす る た め には 、 音 の 組 立 に っ いて の 基 本法 則 で あ る対 立 法 を知 らな

け れ ば な らな い 。 造形 芸術 の場 合 、 それ は形 と色 の 組 立 法 則 、 っ ま り造形 言

語 の 基 本 法則 で あ る。 これ は 明 ら か に 、 当時 の 抽 象 芸術 界 の 一 般 傾 向 を反 映

した ば か りで な く、 カ ンデ ィ ンス キ ー と ク レー の い るバ ウハ ウ ス は 、 その 中

(17)
心 で も あ っ た わ けで あ る。

(17)カ ンディンスキー 「面に対する点と線」、クレー 「教育のスケッチブック」は、その成果であ

るし、モホ リーナギ 「材料から建築へ」も、それに属 している。

前 述 した よ うに 、大 建 築 をめ ざす バ ウハ ウス に と って 、最 も重 要 な最 終 段

階 は 、建 築 教 育 で あ る。建 築 課程 を終 えた 者 だ け が 、真 に親 方 と よば れ るの

で あ るか ら、建 築 課 程 は親 方 見 習 課 程 で あ り、 職 人 課程 を終 えた 者 の み が 、

(18)
工 房 に 入 る資格 を与 え られ る。Architekturと い わ ず 、Bauと い う こ と ば を

使 っ て も、 こ の よ う な考 え方 が 、 結 局 は、 他 の芸 術 ジ ャ ンル に対 す る建 築 優

位 の思 想 だ と受 け と られ て 仕 方 な い と も い え る が 、 建 築 工 房 で と りあ げ ら

(19)
れ た の が 、主 に住 宅 建 築 の 工 業 化 の 問 題 で あ つ た こ と を考 え る と、 一 概 にい

い き って しま え ない よ うだ。 事 実 、 「バ ウハ ウス の 理 念 と組 織 」 の 最後 で は 、

大 切 なの は、 生 活 、環 境 の 全 体 なの だ とい って い る。 こ う い う点 をみ て も、

グ ロ ピ ゥ スの 思 想 が 、 欠 陥 を持 ち な が ら も、 か な り柔 軟 な もの で あ った こ と

が 知 られ る だ ろ う。(図 表2)

(18)1919年10月 から24年春まで、まる四年間に、526名がバウハウスに学んだ。これは、本課程の

学生数である(BD'L-83)。 このうち、建築課程にまで進み得たのは、数名であったと推定
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される。

(19)ホ ルンの家は、実施 された唯一の例である。 「バウハウスの'k験住宅」及びムツへ 「視点」

(1961年)参 照。

1923年 の シス テ ム で は 、 工 房 での 教 育 が 中 心 を な して い る。 そ れ は 、 図 表

5の 一 学 生 の時 間表 をみ て も わ か ろ う。 この 工 房 中心 の 教 育 活 動 は 、 前 述 し

た よ うに 、 バ ゥハ ウ ス教 育 の も っ と も大 きな 特 色 で あ る。 工 房 教 育 と い っ て

も、 それ は単 な る実 験 室 教 育 、 実 習 室 教 育 で は な く、 か つ ての 徒 弟 教 育 にみ

られ た よ う な生 産現 場 での 実 地 訓 練 を意 味 す る生 産 工 房 教 育 で あ ろ う と した

(20)
こ と、 また そ れ が イ7テ ン事 件 を経 て確 立 され た こ と は 、 先 の 発 表 で ふ れ た

と こ ろ で あ る.従 って 、 工房 教 育 の 起 源 は 、 マ,レ ドナ_ド の い うよ う 陛}、ケ

ル シ ェ ン シ ュ タ イ ナ ー の 労 作 学 校 、 モ ン テ ソ リの 行 動 主 義 学 校 、 あ る い は デ

ュ ー イ の 実 験 室 学 校 な ど に 求 め ら れ る で あ ろ う が 、 公 民 教 育 、 つ ま り 卒 業 後

直 ち に 一 般 社 会 人 と な る た め の 教 育 と は ち が っ て 、バ ウ ハ ウ ス は 専 門 技 術 者 、

と く に 新 し い タ イ プ の 社 会 的 芸 術 家 を 養 成 す る専 門 職 業 学 校 で あ る と い う点

(22)
で は 、 若 干 目 的 を異 に して い る と い わ な け れ ば な ら な い 。 たf、 専 門 職 業 人

と は い っ て も 、 そ れ は あ く ま で 一 般 社 会 人 に 対 し て で あ っ て 、 こ の 点 を 除 け

ば 、 最 初 の 宣 言 に の べ ら れ て い る よ う に 、 バ ウ ハ ウ ス は 、 専 門 芸 術 家 を 養 成

す る の で は な く 、 あ ら ゆ る共 同 体 の 産 物 の 造 形 面 に携 わ れ る造 形 家 、 っ ま り

デ ザ イ ナ ー を養 成 す る こ と を 目 的 と した の で あ っ た 。

⑳ パチ トノブは、バウハ ウスの 二房 は実験 室であ り、バ ウハ ウズ全体 は住宅.k験 セ ンターだ と

いっているが(前 掲 誇)、や ・不十分 であ る。この点 では、 アルガンの方 が正 しい。彼 によれ

ば、バウハ ウスは、教育方法 と生産組織 を完4こに統 一す るような、 小 さくはあるが、完全 な

社 会組織 であ る。(アル ガン 「グロ ピゥス とバウハ ゥス」1951fl⇒

(21)ト ーマ ス ・マ ル ドナー ド 「新 しい1二業観 とデザ イナー教育 」1958年 ブ リュッセ ル万国博 会議

での講演(ス ティー レ ・イン ドゥス トリア1959年 第20%;)

f22)バ ウハ ウスの 中でも、予備課程 と本課程 とでは、や はり相違 があ って 、予備課程 は、本課程

に くらべ ると、一般性 が強 い。モホ リーナギはf備 課程 をも担 当 したためで あろ う。 その著
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「材料から建築へ」の序論にはそれが強 く主張 されている。渡米 してからも、「新 しい視覚」

「運動の視覚」などの著書、シカゴ ・ニュー ・バウハウス(1937-一一46)の方針にひきっがれ

た。

ワ イ マ ル時 代 の バ ウ ハ ウ ス は 、 一 種 の 自由 学校 で あ って 、入 学 資格 と して

(23)
の制 限 は何 もな か っ た。 従 って 、 予 備 課 程 の役 割 は か な り重 要 で 、 そ れ か ら

本 課 程 へ 進 め な い者 も か な りい た よ うで あ る。 本 課穫 の 中 で も 、建 築 課 程 へ

進 め た 者 は 、きわ め て 少 な か っ た よ うで 、 プ ロ イ ヤ ー、 バ イヤ ー 、モ ル ナ ル 、

(24)
フ ォル バ トぐ ら いで あ っ た。 入 学 資格 は 自由 とは い っ て も、建 築 課 程 へ 進 む

た め に は 、構 造 力 学 等 工 学 的 な学 科 を学 べ る,だけ の 能 力 を も って い な くて は

ならないから、中等学校以上の学力が要求されるのは当然で謬.そ れにも

か か わ らず 、 そ うい うこ とが 何 ら明 記 され て い な い と い う こ とは 、教 育 の機

会 均 等 と い う原 則 の ほ か に、 一 つ の 含 み が持 たせ られ て い た の で あ る。 そ れ

は 、1916年1月 に 、 ザ クセ ン大 公 内 閣 の 要 請 に よ って 、 グ ロ ピ ウ スが 提 出 し

(26)た 提 案
に の べ られ て い る よ うな 、現 場 労 働 者 を再 教 育 す る と い う こ とで あ る。

だ か らこ そ、 入 学 資 格 に 学歴 や 年 齢 の 点 で 制 約 が な い の で あ る し、 入 学 者 の

経 済 状 態 ま で 心 配 して や って い る わ け で あ る。 事 実 、 先 の プ ロ イヤ ー は 最 初

家具 屋 に弟 子 入 り して い る し、バ イ ヤ ー は建 築事 務 所 に っ と め て い る。 た ・"、

な ぜ 再 教 育 とい う目的 が 明記 され な か った か にっ い て の確 証 は な い が 、.'現在

も ドイ ツの ニ ュー ・バ ウ ハ ウ ス と い わ れ る ウ ルム 造 形 大 学 が 、 そ うい う建 前

を と って い るこ と を考 え あ わせ る と、 バ ウハ ウス で は 、 それ は 教 育 の機 会均

等 とい う原 則 か ら含 み に と ど め られ た も の と思 わ れ る。 この点 に関 して 、 ア

ル ガ ンは 、 グロ ピ ウス が 専 らや ろ う と した の は 、 大 衆 の 中 に 入 っ て行 動 し、

大 衆 に 高 い文 化 水 準 を得 させ る こ とで は な く、企 業 経 営 者 の転 落 を救 い 、彼

らに再 び 社 会 的 役 割 を与 え、 生 産 組 織 を技術 的 に再 建 し、 社 会 生 活 が進 歩 す

〔27)
る客 観 的 条 件 をっ く

.りだ す こ と だ った と い う。 な るほ ど、 結 果 と して は 、 企

業経 営 者 を救 お うと した の か も しれ な いが 、 直 接 的 には 、 現 場 労 働 者 の エ リ
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一 トを 養 成 し ょ う と した の で あ る 。

㈱1925年 にな って、17才 以上、1932年 には 、18才 以上 、学歴 は問わ ないが、現場 の経験 を持 っ

た者が望ま しいと付 記 された。(BD3)

(24)正 確 にはわか らない。作品の写真が記録 されてい る者の 名前 で推 定 した。

(25)教 官 と相談 の上、 そのよ うな学科 は、工科大学等へ聴講 にい くこ とになっズいる(「 バ ウハ

ウスの理念 と組織」)。 従 って、建築 工房 でも、実習が中心で あったわけで ある。

㈱ 前 回の発表に詳 しくのべた。

(27)前 掲 書

2

ワ ィ マ ル か ら デ ッサ ウへ 移 転 し た バ ウ ハ ウ ス は 、 二 人 教 官 制 を廃 止 す る と

と も に 、 ワ イ マ ル 時 代 の5人 の 親 方 見 習 を親 方(教 官)に 昇 格 さ せ 、 工 房 を

再 編 成 す る こ と に よ っ て 、 工 房 活 動 を 軌 道 に の せ た 。2人 教 官 制 を廃 止 した

の は 、技 術 と 造 形 力 の 両 方 を 兼 ね そ な え た 親 方 を 得 た た め と 、予 算 の 大 巾 削 減

の た め で あ る と い わ れ る 。ア ル ベ ル ス 、 プ ロ イ ヤ ー 、 シ ェ ー バ ー 、 バ イ ヤ.一 、

シ ュ ミ ッ トの5人 が 親 方 に 採 用 さ れ 、 それ ぞ れ 工 房 の 指 導 を ひ き う け る こ と

(7.$)
に な る。 工 房 の 再 編 成 は 、1926年 の 造 形 単 科 大 学 へ の 昇 格 時 に な さ れ た 。 材

料 別 に編 成 さ れ て い た ワ イ マ ル 時 代 の 工 房 は 、 機 能 別 に 次 の よ う に 再 編 成 さ

れ た 。

建 築 科

佗9)建 設
:建 設(グ ロ ピ ウ ス)

室 内 装 備:家 具(プ ロ イ ヤ ー)

金 工(モ ホ リ ー ナ ギ)

壁 画(シi一 パ ー)

織 揚(ム 。へ)

広 告科:印 刷(バ イ ヤ ー)
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演 劇 科:演 劇(シ ュ レ ンマ ー)

自由 美術 科:彫 刻(シ ュ ミ ッ ト)

ク レー教 室

カ ンデ ィ ンス キ ー 教 室

この ほ か に、 予 備 課 程 が あ るが 、 こ れ は 基礎 課程 と して 、 ア ルベ ル ス の うけ

もつ 前 期 と、 モ ホ リーナ ギ の う け もつ 後 期 に分 か れ た 。

rya)現在ウルム造形大学も、この名称をひきついでいる。

(29)建設、織物の工房は、1927年に、それぞれ、マイヤー、シュテルツルに代った。シュテルツ

ルも、ワイマルli;r代の親方見習から採用 された1人 である。

工 房 の 再編 成 が 、予 備 課程 や 生 産 工 房 の 性 格 に も大 きな意 味 を もっ こ と は 、

先 の 発 表 でふ れ た 。 教 育 機 関 と して は 、制 度 上 か らの本 質 的 な変 更 は な い 。

た ・"、大 学 昇 格 につ い て 少 しふ れ る必 要 が あ る。 大 学 と して 承認 され た こ と

に よ って 、 デ ッサ ウ市 の監 督 か らア ンハ ル ト州 の監 督 の 下 に お か れ る よ うに

な 。た だ けで は な(3°)、学 内 的 に は 、職 人 、親 方 と い 。た 呼 称 が 、 学生 、 教 授

とい った 普 通 の呼 称 に変 わ り、 学期 制 が採 用 され 、 教科 の時 間配 分 が細 か に

決 め られ る な ど、 本 来 の 学 校 的 な色 彩 が濃 好 に な っ た。 こ の よ う な傾 向 は 、

ウ ィ ン グラ ー の い うよ うに 、 同 じ建 物 に 同 居 して い た デ ッサ ウ市 立 工 芸 学校

との区別 を明確 にす るためではあ魂 が、それは同時に、学内的には、有限

会社 バ ウハ ウ ス を設 立 して、 生 産 工 房 の性 格 を生産 実 験 工 房 と して 明確 にす

る と い う処 置 と な らぶ 、 組 織 の再 編 成 と い う一 連 の 傾 向 で もあ った の で あ る、

こ うい う処 置 に 対 す る要 望 は 、恐 ら く監 督 官庁 筋 か ら出 た に ちが い な い が 、

学 校 的 な色 彩 は 、 当然 工 房 中 心 の 経 営 に 大 き くブ レー キ を か け る こ と に な っ

た とい って よ い 。(図 表3)

(30)ワイマル時代は、テユーリンゲン州の管理rに あったから、普通にいわれている国立バウハ

ウスは、正確 には州立バウハウスといった方がよい。

(鋤 ワイマルからデッサウへ移転する峙、市の工芸学校と合併する話もあったが、前例にこりて
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成立しなかった。しかし、市の費用で新築された校舎の北翼には1二芸学校が同居し、一:,r>の

教官の間では交流があったようだ。(BD3)
遠

そ れ に もか ・わ らず 、 デ ッサ ウ時 代 の工 房 活 動 の様 子 は 、生 産 実 験 の 面 で

も、 教 育 の面 で も、 ワ イ マ ル時 代 か ら脱 皮 した 感 が あ る。 何 よ りも そ れ は 、

教 官 陣 の 刷 新 に よ つ て促 進 され た と い える 。 イ ッ テ ンの 予備 課程 と ア ル ベ ル

ス 、 モ ホ リー ナ ギ の 基礎 課 程 を例 に と ろ う。 イ ッ テ ンの 予 備 課 程 の 目的 は 、

(1)学 生 の 創 造 力 を解 放 し、(2)将 来 、職 業 選 択 に も役 だ っ よ う、 自然 材 の

本 質 を理 解 させ 、(3)将 来 、 芸 術 的 表 現 に も役 立 っ よ うに 、造 形 の基 本 法 則

を教 え る こ と で あ った 。一 方 、 アルベ ルス 、 モ ホ リ ーナ ギの 基礎 課 程 の 目的

は 、(1)い ろ い ろ な材 料 と道 具 に馴 れ させ(基 礎 工 作 教 育)、(2)い ろ い ろ な

方 法 で 、 自然 を研 究 させ 、 造形 の 基 本 要 素 と造 形 方 法 を学 ば せ(基 礎 造 形 教

育)、(3)造 形 に必 要 な数 学 、 力 学 、 物 理 学 、 化 学 を学 ば せ る(科 学 教 育)こ

とで あ る。 こ の 限 りで は、 前 者 の(2×3)と後 者 の(1×2)と は 、 あ ま り違 わ な い よ

うに 見 え るが 、 実 際 は ま っ た く異 。た もの で あ っX32)。

(32)基礎課程の参考図刪よ次のとおり。イッテン 「バウハウスにおける私のYUiil程 」、モホリー

ナギ「材料から建築へJ、ロータース「バウハウスの画家たち」(1965年)、BD1,BD2,BD3。

イ ッテ ンが 行 っ た指 導 は 、(1)造 形 の基 礎 で あ る明 暗 の 対 比 を教 え る こ と 、

(2)構 成 的 な色 彩 学 を教 え る こ と、(3)い ろ い ろ な 自然 材 料 の 特 徴 を精 密 に

描 写 させ た り、持 ちあ わせ の材 料 を貼 りっ め て 触 覚 や感 受性 を養 うこ と(自

然 研 究)、(4)い ろ い ろ な材 料 を立 体 的 に組 立 る こ と(構 成)、(5>円 、三 角 形 、

四 角形 、球 、 円 柱 、 立 体 等 の基 本要 素 に よ る組 立 て(構 成)、 ⑥ 昔 の 巨 匠 の

作 品 を主観 的 に分 析 す る こ と 、⑦ 手 の 自然 な動 き に よ る描 写 な どで あ る。

しか も、 実 習 前 に 、柔 軟 体 操 や 深 呼 吸 を させ た り、 菜 食 を強 い た り、 と に か

くイ ッテ ンの 教 えぶ りは 大 い に変 っ て い た ら し く、 その 神 秘 性 に魅 か れ た 女

子 学 生 は 多 か った と い う。 学 生 の 作 品 を見 て も 、感 情 を こ め て描 い た 作 品 が
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多 い。 イ ッテ ンは 、制 作 に か ・る態 度 、気 分 及 び そ の 表 現 に重 点 をお いて 指

導 した の で あ っ た。 → 方 、 ア ルベ ル スや モ ホ リー ナ ギ は 、 この よ う な個 人 的

感 情 とい った もの を完 全 に排 除 して しま う。 基礎 工 作 担 当 の ア ル ベ ル ス の 指

導 の重 心 は 、 立 体 で は材 料 と そ の加 工 道 具 の 経 済 性 に 、平 面 で は視 覚 的効 果 、

と くに錯 覚 に お かれ る。(1)い ろ い ろ な材 料 、と くに紙 や ア ル ミ板 を、切 る、

折 る 、 曲 げ る と い っ た簡 単 な加 工 法 に よ って 、 で き るだ け多 様 な視 覚 的性 質

を達 成 させ る こ と 、時 には 立 体 を も構 成 させ る こ と、(2)平 面 上 に 、 同 じ形

を く りか え した り、重 ね た り、 ず ら した り して 、 い ろ い ろ な視 覚 効 果 、 こ と

....._..(33)
に3次 兀 の錯 覚 を達 成 させ る こ と と い っ た課 題 を通 じて 、 材 料 節 約 と労 働 節

約 と い う二 っ の 原則 を 学 ば せ た の で あ る。 この 原 則 は 、 い い か え る と、 最小

の 材 料 、最小 の 加 工 量 に よって 、最 火 の効 果 を達 す るこ とと い え るが 、これ が 、こ

の 時 期 の生 産 工房 の 原 則 と も共 通性 を も って い る こ とは 、 先 の 発 表で ふ れ た

と お りで あ る 。 いず れ にせ よ、 こ こ に は個 人 的 な感 情 の 入 る余 地 は な い 。彼

は 、 こ うい う意 味 の個 人主 義 は 学校 と は無 関係 だ と い い き って い る。 なぜ な

ら、 学 校 の 使 命 は 、個 人 を社 会 と関 係 させ る こ と だ か ら とい う。 基礎 造 形 担

当 の モ ホ リー ナ ギ は 、(・)い ろ いろ なホオ料 の 麺 的 な特 髄 、例 えぼ 触 覚 に

よ って 知 る こ と、(2)一 木 、金 属 、 ガ ラス な どの材 料 を斜 め に っ りあ うよ うに

構 成 す る こ と 、 こ れ に よ っ て空 間構 成 を理 解 させ る こ と な ど、 明 らか に指 導

の重 心 を、形 態 に お い て 、 彼 独 自の 素材 十道 具 十 機 能 と い う生 体 工 学 的 な原

理 を学 ば せ て い る。 そ して 、彼 の空 間構 成 に もま た 、個 人 の感 情 の 入 る余 地

は な く、無 機 的 な均 衡 感 覚 の み が感 受 され る の で あ る。 先 に少 しふ れ た よ う

に 、材 料 研 究 、 造 形 の 基 本 法 則 、構 成 と い っ た こ とば の 点 で は 、 ワイ マ ル時

代 か らデ ッサ ウ蒔 代 へ の 教 育 体 系 上 の変 化 は な い 。 それ に も か ・わ らず 、指

導 教 官 の交 替 に よ っ て 、 指 導 内 容 は ま っ た く変 っ て い る点 は注 意 して しか る

べ きで あ ろ う。 バ ウ ハ ウス ・シ ス テ ム を と る と い う こ と と、 それ が ど う指 導

され る か とい うこ と と は 、 決 して 同 一 視 され て は な ら な いの で あ る。

-71一



㈹ この 点 で 、彼 が オ ッ プ ・アー トの 先 駆 者 に擬 せ られ て い る こ とは 、 周 知 の とお りで あ る。

(39)ス トラ ク チ ュア 、 テ ク スチ ュ ア、 フ ァ ク チ ュ アの3つ の概 念 を使 い わ けて い る。構 造 をす な

お に 表 わ した 表 面 を テ ク スチ ュ ア、 構 造 と は無 関 係 な 表 面 を フ ァ クチ ュ ア と い う。

3

1928年 に .グ ロ ピ ウス 、 モ ホ リーナ ギ 、 バ イヤ ー 、 プ ロ イヤ ー が そ ろ って

辞 任 し、 代 っ て 、 ヒルベ ル ス ア イ マ ー 、ペ マ ター ハ ンス 、 ア ル ン ト た ちが

着 任 した こ とは 、 バ ウハ ウス の 活 動 に 大 き な変 動 を もた らさず に は い な か っ

た 。 後 任 学 長 マ イヤ ー は 、 まず 教 官 陣 を整 備 す る必 要 が あ っ た が 、予 算 の 都

合 で 容 易 で は な く、科 学 的 な造形 大 学 に した い と い う計 画 は急 に は実 現 しな

か っ た 。1928年 ～29年 、29年 ～30年 の 工房 の 指 導 者 は 次 の とお りで あ る 。

基 礎 課 程:ア ルベ ルス 、 ク レー 、 カ ン デ ィ ンス キ ー 、 シ ュ レ ンマ ー 、 シ ュ

織 物:シ ュ テ ル ツ ル ミ ッ ト

壁 画:ア ル ン ト

広 告:シ ュ ミ ッ ト

写 真:ペ ー タ ー ハ ンス

家 具 ・金 属:ア ル ベ ル ス 、 ア ル ン ト

演 劇:シ ュ レ ンマ ー

建 築:マ イ ヤ ー 、 ヒル ベ ル ス ア イマ ー

ク レー 、 カ ン デ ィ ンス キ ー の 絵 画 教 室 、

1929年 に は 、シ ュ レ ンマ ー が辞 任

し、 工 房 は 閉鎖 され て い る。 新 任 の う ち、 ア ル ン トは ワ イ マ ル時 代 の バ ウハ

ウス 出 身 で あ る か ら、 ペ ー ター ハ ンス 、 ヒルベ ル ス ア イ マ ー だ け が 、 ま った

く関係 が な か っ た こ とに な る。 しか し、写 真 のペ ー ター ハ ンス は 、 広 告 工 房

と協 力 して 、 広 告 、 宣伝 写真 の 制 作 に務 め た よ う だ し、建 築科 は 、マ イヤ ー
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の指 導 の 下 で よ くま と ま っ て い た よ うで あ る か ら、 工房 活動 の 上 で特 に 大 き

な変 革 が な い よ うに 思 われ る が 、事 実 はそ うで は な か った の で あ る。実 際 に は 、

工 房 は ます ます 生 産 共 同 体 と して の傾 向 を強 め 、教 育 活 動 も、 実 験 で は な く

て 、現 場 訓 練 の 傾 向 が 強 くな っ て い る。従 っ て 、強 力 な個 人 的 指 導 者 よ りも、

多 くの 実 力 を も った現 場 の職 工 指 導 者 の 方 が 重 視 され た 。 教 育 も ブ リガー デ

単 位 に な され た の で あ る。個 人 活 動 よ りも 、集 団作 業 を と い うわ けで あ る。

そ れ 故 、 こ こ で 問題 に な っ て く るの は 、 ク レー や カ ンデ ィ ンス キ ー の 絵 画

教 室 の存 在 価 値 で あ る。 バ ウハ ウ ス にお け る彼 らの 位 置 は 、 は じめ か らか な

_ス テンドグラス0335)り微 妙 で あ
った 。1923年 の 工 房 編 成 に よ る と 、 ク レー は 焼 絵 、 カ ン デ ィ ンス

キ ー は壁 画 の 工 房 を担 当 す る こ とに な って い る。彼 らは、 た しか に造形 担 当

の教 官 と して、 基 本 的 嫻 題 に着 手 した よ うで あ る(361f」'、そ れ と は別 に、 彼 ら

(37)
独 自の 教 室 を開 い て 、 自分 の 絵 画 理 論 を展 開 させ て い る。 これ らは 、 各 工 房

(38)
共 通 の 造形 教 育 に属 す る選 択 科 目 と して 開 講 され て い た よ うで あ る。 これ に

は 、2人 に共 通 す る理 由 が あ った 。 それ は ま さ し く、グ ロ ピ ウス の 考 えで も、

即 ち彼 の 時 代 の バ ウハ ウ スの 思 想 で も あ っ た の で あ る。 バ ウハ ウス は 、 決 し

て専 門 家 を養 成 す る機 関 で は な い 。 む しろ こ れ まで 専 門 家 と して 教 育 され て

き た 人 に 、 広 い 、総 合 的 な視 野 を与 え よ うとす るの だ 。 造 形 面 で は 、 それ は

基 本 要 素 を教 え る こ とで あ る。絵 画 その もの は 教 え る こ とは で きず 、 この よ

う な基 本 要 素 だ けが 教 え るこ とが で きる。 彼 らの絵 画 教 室 の 目的 は 、 こ こ に

あ った の で あ る 。 従 っ て 、1926年 の 大 学 昇 格 時 の教 育 体 系 に 、彼 らの絵 画 教

室 が 、 シ ュ ミ ッ トの 彫 刻 工 房 と並 ん で 、 自 由美 術 科 と して独 立 した こ と は 、

最 初 の 目的 か ら考 え る と 、一 歩 後退 した もの と い え る。 しか し、 この 時 は ま

だ 、 そ れ は 体 系 上 だ けの 問題 で あ った 。 しか し、1928年 マ イヤ ー が 学 長 に着

任 す る頃 か ら、状 勢 は徐 々に変 って くる。 一 っ は 、個 人活 動 よ り集 団 作 業 を

と い う観 点 か ら、他 の 一 っ は 、 バ ウハ ウ ス の め ざす 造 形 は 、芸 術 で は な く、
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科 学 で あ る と い う観 点 か ら、 自由美 術 科 は 、 む しろ 、 別 課 程 に ま わ して し

まお うと い う傾 向 が で て く(39)?doさらに 、 次 の ミー ス ・フ 。 ン ・デ ル ・・ 一 工

(40)

は、 自由 美 術 科 を廃 止 しよ う と さ えす るに 至 る の で あ る。

(35)ク レーは最初、装釘工房、のちには織物工房にも関係 した。

(36)その計画を伝える論文は、カンディンスキー 「壁画工房の作業」(1924年)BD33-93

(37)その記録は、 クレー 「教育のスケッチ ブックJ、 「造形的思考J、 カンディンスキー「面に

対する点と線」

(38)ク レー 「造形的思考」の解説によると、聴講生は、1924年には12名、デッサウ時代でも30数

名であったという。

(39)「1928年の必修造形課程」(BD3-151)

(40)BD3-192

デザ イ ンは 科 学 で あ っ て 、芸 術 で は な い。 建 築 は 、 機 能 ×経 済 と い う公 式

か ら生 ま れ る と い うマ イ ヤ ー の 方針 は、 建 築 科 に工 学 関係 の 学 科 をふ や し、

基 礎 課 程 を各 科 共 通 の もの か ら、 各 科 独 自 の基 礎 教 育 に 変 え る とい う傾 向 を

促 進 させ た。 建 築 科 は 、 建 築 だ け を建 て るの で は な く、 生 活 過 程 全体 の 造形

を 目的 にす る と は い うもの の 、建 築 をた て るた めの 工 学 関 係 の学 科 が ふ え、

講 義 が 多 く な っ た 。 また 造 形 過 程 を科 学 的 に処 理 す る方 向 で 、 心理 学 、 生 理

学 、社 会 学 を開 講 して い る こ と も注 目 され る。 こ の よ うな科 学 化 、専 門 化 の傾

向 は、 基 礎 課 程 に も反 映 し、 す で に1928年 の 基 礎 課 程 は 、 工 作 教 育 の ア ルベ

ル ス 、平 面 基 本 造形 の ク レー 、 カ ンデ ィ ンス キ ー 、 モ デ ル ・デ ッサ ンの シ ュ

レ ンマ ー 、 レタ リ ン グの シ ュ ミ ッ トの5人 が受 け も っ て い るが 、 それ ぞれ が

専 門 を担 当 して い る と い え よ う。 こ れ を裏 書 きす る か の よ うに 、1930年 に は、

左翼 の 学 生 が 、 予 備 課 程 を解 消 して 、 最初 か ら工 房 学 期 を始 め よ、 ア ルベ ル

ス や カ ンデ ィ ンス キ ー の 担 当科 目は 、選 択 に せ よ と要 求 して い る 。こ う して 、

マ イヤ ー 時 代 の バ ウハ ウ ス の教 育 は 、 その 体 系 は 同 じで あ りな が ら も、 グ ロ

ピウス 時 代 の 教 育 と は非 常 に ちが っ た もの に な った と い え る 。 そ の 理 由 は 、

や は り 自由 美 術 科 の 動 向 に現 われ て い る よ うに 、 芸 術 か ら科 学 へ と い う理 念
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的 変 化 に求 め られ るの で あ る。 しか も、 この 問 題 は 、 現 代 に も な お新 しい も

の で あ 。て 、例 え ば ウ ル ム 造形 大学 の 変イ七に も端 的 に あらわ れ て いるので あ(41)o

(41)マ ックス ・、ビルの辞任、共通基礎課程の廃止などであるが、これは別に論じたい。

4

ミー ス ・フ ァ ン ・デ ル ・ロ ーエ の時 代 の バ ウハ ウ ス は 、 生 産 工房 の 活 動 を

中止 し、 ま った く普 通 の 建 築 工 科 大 学 に な った と い っ て よ い 。教 育 面 で は 、

マ イヤ ー 時 代 の 傾 向 が さ らに進 ん だ わ け で あ る。 っ ま り、 バ ウハ ウス 独 自 の

教 育 は 、 こ こ に ま っ た くな くな っ て しま った の で あ る。 生 産 共 同体 の 中 で の

教 育 も、 生 産 共 同体 の消 滅 と と もに 、姿 を消 さ ざ る を得 な か った 。 結 果 的 に

み れ ば 、 バ ウハ ウス はや は り専 門教 育 に終 始 した の で あ っ て 、 そ うい う点 で

は マ イヤ ー の科 学 的 な デザ イ ン教 育 へ の展 開 と い う もの は 、 き わ め て 当 然 と

考 え られ る 。現 に ウ ル ム造 形 大学 な ど も この 方 向 に進 み っ っ あ る。 しか し、

社 会 にお け るデ ザ イ ンの あ りか た をみ れ ば 、 この よ う な デザ イ・ン技 術 者 を養

成 す る だ け で は 不 十 分 で あ っ て 、 グロ ピ ウス な どが め ざ した総 合 的 視 野 の 人

間 こ そ必 要 なの で あ り、 そ の 点 で 、 グロ ピ ウス の 提 出 し、 答 え よ うと した 問

題 は 、 現 在 も な お耒 解 決 だ とい わな け れ ば な らな い 。 これ は 、 専 門 教 育 か一

般教 養 教 育 か と い う、 もっ と普 遍 的 な問題 と して 、他 の 分 野 と も関 係 す る教

育 問 題 の 一 つ な の で あ る。

また 、 以 上 の よ う に 、教 育 活動 を その展 開 の 中 に と ら え る こ と に よ って 、

バ ウハ ウ ス の 教 育 と一 口 で い え る もの が あ るの か 、疑 わ し く な っ て く るだ ろ

う。 あ る人 は 、 ワ イマ ル時 代 の それ 、 また あ る人 は 、 マ イ ヤ ー 時 代 の それ を

考 えて 、 バ ウハ ウス を云 々 して い るの が現 状 だ とい っ て よ い。 しか し、確 か

(42)
な こ と は 、 グ ロ ピ ウス の提 出 した 問題 、 及 び そ の解 決 と して 、 グ ロ ピウス'
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図 表1教 育 シ ス テ ム'の展 開

1919年 1921年 1923年

開校時 グロピウス ワイマル時代の集大成

教 1.手 工芸 によ る訓練 1.手 工芸 に よる教育 1.工 作 教 育

■

育 2.線 画 ・着 色画 によ る教 育 z.造 形 教 育 (材料別による)

の

範
3.科 学的理論的教育 3,補 足 教 育

2.造 形 教 育

(観 察 、表現 、造形)

囲 3.建 築 教 育

履 1.徒 弟 課 程 1.徒 弟課 程 去{ト 1.予 備課程 参年(徒 弟)
■

修 z.職 人 課 程 2.職 人課程 2.工 房課程3年(職 人)

課

程
3.親 方見習課程 3。 親方見習課程 3.建 築課程

特に定めない

1.建 築 1.建 築 1.予 備課程の工房

工

房
2.絵 画 2.絵 .画

2.工 房課程

石 彫 木 彫

・ 3.彫 刻 3.彫 刻 家 具 金 工

専 陶 器 ・ 焼 絵

攻
4.工 芸 全体 4.工 芸

壁 画 織 物
科 (印刷)
目 3.建 築課程

建築の工房

備 予備課程完成 材料による工房編成

■

考 2人 教官制

1925年 1926年 1930年 1932年

デッサウ 開校時 大学昇格時 マ イヤ ー ミースファ ンデルローエ

警 1.造 形 教 育

1 1

の 2.工 作 教 育

齧 3.建 築 教 育

履 1.基 礎 教 育 正.基 礎課程1年

.

1.基 礎課 程1学 期

1

1.1学 年(1学 期)

參
里い

伯
き卩 2。 工 芸 教 育 2.本 課 程3年 2.工 房課 程6-7ク 2.2学 年(2学 期)

程 3.建 築 教 育 3.建 築課程1÷ 年 3.建 築課程9ウ 3.3学 年(4学 期)

i.基 礎教育工房 1.基 礎課程工房

■ .

工 2.工 芸教 育 2.本 課程 、()は 工房 名 2.本 課 程 2.2`3学 年

房
・

木工 ・金工

壁画 ・織物
腱 築{窒諜 設' (11建 築(建 築)

② 広告(写真、彫塑、印刷)

〔11建築(内 装)

② 広 告

専 印刷 (家具、金工、壁画、織物) {3}建 設(壁 画 、金工 、家 具) (31写 真

攻

科

目

3.建 築教育

建築工房

iz;広 告(印 刷)

(3}演 劇(演 劇)

(4}自 由 美術

(4)テ キスタイル

(染色、織物、綴織)

㈲ 別に絵画教室

(41織 物

(5)造 形 美術

(彫刻、ク レー、カンディンスキー)

備
2人 教官制廃止 目的による工房編成

1

工房内の集団教育体制 工房における生産

学生を教官に昇格 基礎課程二分 活動中止

考 挙期制度採用

(宮 島作 成)
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の そ れ 、 マ イ ヤ ー の それ とが あ る とい う こ とで あ る。 現 在 残 され て い る、 も

っ と も客 観 的 な観 察 方 法 は 、 これ ら を再 び詳 細 に た ど っ て 、解 釈 しなお す こ

と で あ る。 現 在 の と こ ろ 、 今 まで軽 視 され て い た マ イ ヤ ー時 代 に も、 す ぐれ

た 業績 が あ る こ と が 明 らか に な って い る。 こ とに 、 日本 へ の 影 響 を考 え る上

に は 、 これ は 欠 かせ な い。 水 谷 武彦 氏 は1927年 、 口」脇 氏 夫 妻 は1930年(冬)

の 入 学 なの で あ る。

(42)ミース ・ファン・デル ・ローエがいったバウハウスの理念とは、このことである。BD3-197

この ほ か 、 バ ウ ハ ウス は 、構 歳 教 育 の元 祖 と して 、日本 へ の 影 響 は 大 きい 。

本稿 で は 、普 通 科 教 育 に お け る構 成 教 育 の意 義 につ い て の べ るま で に 至 って

い な い の で 、 後 日に残 した い。 た ・"、こ ・で も、 六 ウハ ウ ス の構 成教 育 と い

うもの は な いの であ っ て 、あ るの は、 イ ッテ ン、 ア ル ベ ルス 、モ ホ リー ナ ギ 、

な どの そ れ で あ る こ と を付 記 して お きた い 。 要 は 、 カ ンデ ィ ンス キ ー の い っ

(43)
て い る よ う に、 何 を教 え るか で は な く、 い か に教 え る か と い う こ とで あ る。

・ それ は 、 人一 人 一 人 に よ っ て異 るはず で あ る。

i93)カンディンスキー 「芸術教育11928年 。BD3-154

終 りに 、 バ ウ ひ ウ スの 卒 業者 、入 学 者数 を表 に して お く。 図 表6。
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図表21923年 の教育体系

図 表3学 期 計 画1926～1927.(BD:5
◆

第1学 期 第2学 期 第3学 期 第4学 期 第5学 期以 下

L造 .特 恃別整育。崛18嚇 の上の轍 育 さら1:高い個別籍
建 築 賦 嘉 燬 馨 齶 訝 攣1課

。、。期、。じ
・建 ・鰹 臨 鉾 惣 ・ 静 ・・壅・・蕚・

b.室瞞1ξ 評 雛 谿 欝 同B簍4書眺

2.ト 練is22広 告学入門 第3学 期と同様

広告2㌦

巍L響 究入門羃騨 る 膿 毒

張劇醺1讐 響 鑁 匙 ・・
目 籔 誓 話術媚 駘 の榊

畆 。術 菱 篝 蠶 轍 責・自己の作

・騨42・1琶nma22難 緇

1,塁 じ 同 じ
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図表5研 究 計画1921～22.冬 学期.
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